
U.D.C.る21.395.342:る2】.395.24

AF形 自 動 式 構 内 交 換 検
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野 上 邦 茂* 水 野 昭
Kunishige Nogami Alくivoshiヽ′Tizuno

内 容 梗 概

構内交換機用として,A形ラインファインダ方式のAF-1形,AF-2形,およびAF--3形の3種敬の

ユニット形日動式交換機を完成したが,これらは従来のものにくらべて小形経済的で,建設,保守,増
設も非常に容易に行えるよう設計されたものである｡これらの概要について述べるとともに,AF-3形

自動式構内交換機の加入者リレー,ライソファインダ,セレクタコソネクタ,甲乙内線の差別接続装置,

長瀬命ワイパ,信一号発生機凍どの特長について詳記する｡

1.緒 言

梢内交換機は工場,銀行,商社など櫨々の場所に設置

される｡そのため要 される条件も多種多様であるが,

このAF形自動式交換機の設計_i二特に留意した点は次の

項目である｡

(1)床面積の縮少

まず設置場所の問題であるが,地代あるいほ建築 は,

現在ほもちろん,将来ともますます高価になることは想

像にかたくない｡一般に交換機室は面積においても,高

さにおいても余裕のある部屋をうることは困難である｡

しかも交換機設置用として設計された場所に設備する場

合よりむしろ,一般に使用する部屋そのままを割当てら

れる場合がはとんどである｡このため交換機の占有床面

積を縮少し高さを低くすることを第一目標とした｡

(2)工

構内 魚へ､
･
い

期間の短縮

されている場合に

ほ,これら装置相互間をケーブルで接続L･,接続後の点

検などを設置場所で行わなければならない｡,これらの作

ほ,-･般に設置場所がせまいのでやりにくぐガカが非

常に人きくて,間違いも多く,そのチェックも容易でな

い.｡したがっで1二車期間も長くかかる.｡このためこの装

置内の相互接凝ほ,できるだけ交換機の製作時工場で行

うことにしたL｡これにより設置場所においては外線ケー

ブル,電源などの接続のみで完成できるので,工額者の

手数が大きく削減され,また完成武儀が容易となり現地

における誤りを防止できて,工事期間も火い牲短縮され

た｡

(3)増設の容易

一般に構内交換機ほ創設時に呼量を正確に把解するこ

とはl祖難であり,将来の電話機数の推定もむずかしい場

合が多く,PABX(自動式構内■炎換機)では増設の弾力

性が火q掛こ要求される｡,したがって将

ットを増加し,創設

必要に応じユニ

の設備に対して容易に増設できる
*

L=γ製作所戸塚二L場

ように~考慮したノ

(4)防 腱

近来日動交換機は性能が安定し,壬ミ~与命化したので防

塵が主たる保′J:上の眼Hとなってきた= 大容量のもので

ほ交換室を密閉にして外気を断ち空調設備を行う傾向に

ある｡しかし小容量のもの,粕･こPABXでほ経費の都

合上このような設備を行うことほほとんど困難である｡

このため装置全体をスチール製のケースに収容して防塵

を行うようにした｡またこうすることによりステップ･

バイ･ステップ･システム特有の上昇国転スイッチなど

の動作時における機械的騒晋のもれをある程度防ぐこと

もできる｡さらに従来日動交換宅と中継台室は,この塵

填による瞳胃と騒音防止のため隠百二を壁なとで完全に隔

離した二つの部屋に設置していじ八
_h■己のように交換

置をケースにておおえば,---･つの部屋をガラスなどで

簡単に什切って使用することもできるし

(5)保ノ守点検

最.近のストロージャ式自動交換機は什能が安定し長寿

命化したので,保守も定期的な巡回点検で十分であるが,

ワイパの摩耗はさけられない｡このワイパについても

AIワイパを用いて長寿命化し,保守V)手間を省くよう

に~考慮した.〕

2.AF･3形自動式構内交換横の概要

AF-3形日動式構l句交換機は,100阿線より数百回線

までに佐川できるユニット形の3数′~j′二式分換械である.｡

2.】中継方式

ラインファインダ,セレクタコンネク㌢方式であり,

加入者180｢｣1線以｣~Fの場合はセレクタコンネクタを,

れ以上の場斜こほセレクタとコンネクタを使用する｡

′⊂

こ

れらのラインファインダ,セレクタコンネクタおよびコ

ンネクタほ600接点バンクを仲川し,18nもしくは201)

回線を一群として収容する｡

第1図(A)ほ内線180恒J線の場合をホL.たもので,上

昇阿転のラインファインダと,3数字式セレクタコソネ
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(A)180回線以下の場合

(B)181阿東削よ｣二の場合

クタを便†~rjしてぶり,内線ほ200番台に100｢叫綬,300

番台に80同線を収偏して,"0"ぉよび`用''は局線お

よび中継台扱者の呼帥こ使用される.二

また,181回線以上の場合ほ,弟l図(B)のとおりで

ラインファインダ,セレクタおよびコンネクタを用し､

る｡このコンネクタほ2001相模什iコソネクタで,▼セレク

タの2レベルより接続する｡

2.2
一般性能

定桁電圧は直流48Vで使用電圧変動範囲ほ46～52V,

また,線路条件はループ抵抗1,200n以下,漏洩胡満

20krl以上であるし

2･3 新しく採用した各種の方式

次に,ニの交換鰍こ特に新しく採用した各穐の機券,

ならびに回路方式を説明する｡

2･3.1加入者回路

加入者回路には従来内線1回線ごとに,ラインリレ

ーとカットオフリレーの2個を1組として使用してき

た｡この2個のリレーを一体として加入者当りのリレ

ー数を減少して 済化をほかるとともに取付面積の桁

小をはかるため,加入者回路を弟2図に示す回路とし

て,加入者リレーにES形リレーを採用した｡すなわ

ち,2段動作の初期動作をラインリレー,全動作をカ

ットオフリレーとして利用したのである｡従来ほ2偶

の半動作接点の同時接触の不良が2段動作継電器の欠

点であったが,これを改善して,良好な接触を確保す

るた捌こバランスピースの新機構を採用し,解決に成
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第2図 AF-3形自動式梅内交換機内線回路図

第3図 ES形リ レ ー

功した｡

第3図はES形リレーの外観図である｡

この回路で問題になる点ほ,長距離内線に対するラ

インリレーとしての動作,近距離内線に対するカット

オフ機能部分の不感動,電圧降下時のカットオフ動作

であるが,

場
′ゝ帝

[コ 岨

これらの安全 ほ次のとおりである｡この

圧は48V,内線線路抵抗ほ0～1,300nと

した｡

(1)長距離内線に対するラインリレーとしての動作

安全率

安全率= 回路上の最小電流値】5.7

Ⅹ"接点感動 流値 4.0
=1.42

(2)近距離内線の全接点不感動に対する安全率
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安全率
全接点不 動電流値｢9.3

回路上の最大 流値 6.75

(3)カットオフリレーとしての安全

安全率= 回路上の電流値
_36.2

全接点感動 流値 22

1.38

1.64

なおこれらの安全率は従来のリレーより約20.%以上

増加している｡

2.3.2 トCラインファインダ

これは上昇回転形200端子ラインファインダである

が,従 この形式のラインファインダは,1-Aライン

ファインダの改良形である1-B ラインファインダが

用いられてきたが,このライソファイソダにほ下記の

ようにまだ一部欠陥が残されていた｡すなオフち,

(1)発呼レベルおよび呼線の捕捉不良

(2)バンク絶縁物の焼損

(3)回転動作不能の発生

(4)Eリレー上昇回転動作切替接点の

(5) 中バンクしゆう動の際の回転速度の低下

などであり,これを日本電信電話公社通信研究所のご

指導により,さらに改良したのがこの1-C ライン∵フ

ァインダである

これらの欠点のう■ち,(1)項ほCリレーの設計が無

理なため,リレーと電磁石との交互動作が不安定であ

ったが,1-CラインファインダでほCリレーとその交

互動作回路を変更して安定をはかり,_ヒ昇および回転

度ほともに布秒約20歩である｡また,(2)項の原

困ほCリレーの一次巻線よりRT線に接続されている

二次巻線に誘起される 圧によるもので,1-Cライン

ファインダでは,この二次 をRT繰から甑関係と

して,呼線の捕捉はFまたほBリレーによって行うの

で,焼損することばない｡
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(3)項ないし(5)項はやほり回路

行った〔｡

2.3.3 20一日8セレクタコンネタタ

更により改良を

一般に200回線までのステップ･バイ･ステップ･

システムの自動交換機では,100回線を1群とするコ

ンネクタと,これら群選別のためのセレクタを用いて

交換接続を行っている｡このコンネクタとセレクタの

機能を一つのスイッチにして200回線を1群とした3

数字式セレクタコソネクタを用いれば,100回線群を

2群設置するよりも,トラフィック上から見てスイッ

チの数量ほ少なくて済み非常に絡済的である｡この場

合局線接続あるいほ中継緑接続のため,"0"レベルま

たは"9"レベルをセレクタ機能として使用する場合

ほ,内線数は180回線で1群を構成する｡

弟4図ほこの20-HBセレクタコンネクタの3数字

選別の動作原.躍を示したものである｡すなわち,内線

接続には200番台(若番)の100回線と,300番台(老

番)の80回線を用い,"0"ぉよび"9"レベルはセレ

クタ機能として使用される

これらの選別切替えにほP,Q,Rの三つのリレーと

コソミュテータバンクを使用して行う｡Pリレーほ内

線300番台の切替えに,またQリレーは200番台の選

別に用い,さらにRリレーは,この両リレーのいずれ

かの動作により半動作しワイパシャフトを落下させ,

第2および第3数字を受入れる準備を行う｡

"0"または`◆9"の場合ほ,P,Qリレーともに動

作してLおよびMリレーの動作回路を形成し,セレク

タ機能に切替えるニ.もL第1数字のダイヤルが"2"ま

たは"3"以外の数ノ}:"1"ぉよび"4～8"であれば

ただちに空レベル番号とみなし,Gリレーを動作させ

てl月線に話中音を送潤する｡

第4図 20-HBセレクタコソネクタ動作原理回
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第7図 20-HBセレクタコンネクタ

動作限界図

弟5図はこのセレクタコンネクタの回路図を,第d

国はその外観囲を示したものである｡

一般にセレクタコソネクタ動作限界ほ使用電圧,線

路条件,導入インパルス速度および断続比により決定

される｡第7図はこのセレクタコソネクタにつき電圧

およびインパルス速度を一定とし,インパルス比およ

び線路状態を変数としてかいた動作限界図で,図中の

斜線部分は実際に使用される範囲を表わしたものであ

る｡またセレクタとして使用される

場合,重要な動作条件は空局線レビ

ータを接線する速度であるが,これ

ほ20台の測定 果では1秒間最高

30.5ステップ,平均29.2ステップで

あり,実用上十分な値である｡

2.3.4 28一日Aコンネクタ

このコソネクタは200回線用のコ

ンネクタである｡前述の20-HBセ

レクタコソネクタと同じく大群コソ

ネクタとして使用できるので,一般

に用いられている100回線群のコソ

ネクタよりトラフィック上より見て

で,設備数が少なくてすむ｡

このコソネクタほ構内交換機に通

常用いられている1-Eコソネクタに

リレー1個を追加した回路方式で,このリレーにより

セレクタよりのレベル識別を行う｡またバンクは600

接点バンクを使用する｡

2.3.5 差別接続装置

料金その他の関係で甲内 と乙内線(私設内線)と

を設ける場合がある｡この場合甲内線は局線に接続す

ることができるが,乙内線ほ内線とのみ接続でき,局

線との接続ほ法規上認められない｡従来このような
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r一日,乙2瞳の内線を設ける場合は,ライソファイソダ

およびセレクタ(またはセレクタコソネクタ)をそれ

ぞれ甲凪 乙用の2群に分割するか,あるいは通話線

(-,+線)と制御線(RT線)のほかにもう1木の制

御線を追加して発信内線が,甲か乙かの識別を内線回

路からセレクタに指ホしてセレクタで接続制限を行っ

ている｡前者の方法でほラインファインダとセレクタ

(またはセレクタコソネクタ)を2群とするため,群能

率が低下してスイッチ数が増加する｡また後者の方法

でほバンク,ワイ/くを1レベル追加しなければならず,

バンク布線なども本数が増加する.｡特に上昇回転ライ

ンファインダ方式の場合は現在のバンクレベルが限界

であり,レベルを追加することが機 上困難である｡

これらの方式に対して今回採用した方式ほ,特別の

レベルや群構成を必要としない非常に経済的な方法で

ある｡すなわち,これらの接続条件の異なる甲および

乙内線のうち,数の少ない群の内線回路にセレン整流

器を追加し,それから局線レビータに簡単な共通制御

装置を設けて差別接続を行っている｡すなわち,内線

より発信した呼が局線国路に したとき,同時には一

っだけ処理する回路方式により,共通の制御装置から

この内線回路にある符号を送出して内線群の 別を行

うもので,この方式によれば上記の2者の識別のみで

なく,甲内線をさらに市外通 発信可能な内線と,市

外発信の不可能な内線とに分ける3者の群識別あるい

はそれ以上の識別も可能である｡･

策8図はこの方式の原理を示したものである｡

いま,市内および市外局線発信の可能な内線群Aと,

市内局線発信のみ接続しで市外局線発信には接続した

くない内線群Bおよび局線をこは発信できない私設内線

群Cの三つの内線群があったと仮定する｡まず,内線群

Aと内線群Bの各内線回路のRT線に整流 子MRを

接続し,これをAおよぴB群ごとに一括して共通制御

回路のそれぞれSPAおよぴSPBに導く｡内線より発

信してラインファイソダ,セレクタを通して局線レビ

ータに接続されると,ただちにRT線に対して同時に

は1回線の原則(oneat a time base)により瞬間 別

信号が送られる｡内線群Aに対しては瞬時送られてく

る信号により,整流素子を通して共通制御装置のSPA

リレーが動作するので,この共通装置は局線レビータ

にその呼を接続するよう指示を与える｡また;内線群

Bに対しては共通制御回路のSPBリレーが動作し,

市内局線按 の呼のみを接続するよう指示を与える｡

私設内線群Cにほ整流素子がなく表示ほ返ってこな

いので,共通制御回路は局線レビータへ接続指示を与

えない｡この実際の回路図ほ策9国のとおりである｡

局線レビータのAリレーは電源供給およぴインパル

霞
景
観

7｢~~~1
ヒレ∴7

ユ/‡′7マ

[コ [コ
†≡ ≡
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第8図 差別接続装置動作原理図
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第9図 差別接続装置回路図

ス中継リレー,Pリレーはロックアウトリレー,OK

およびBYリレーは局線接続および非接続識別用リレ

ーである｡また,共通制御回路のTM,PKリレーは

局線レビータとの接続札 BBリレーは信号送州牒,

SPリレーは信号の受入れ用である｡J

発信内線からの呼がラインファインダをとおりセレ

クタ(またはセレクタコソネクタ)の"0"レベルを

経由して局線レビータに接続されると,その内線電話

機のループにより局線レビータのAリレー,続いてB

リレーが動作するし-ノこのBリレーはただちにRT線に

地気を送ってこのレビータを話中状態に保つととも

に,前位セレクタを保持する｡Pリレーはほかのすべ

ての局線レビータのPリレーとロックアウト回路を構

成し,bの接点によりこのレビータのみが共通制御回

路に接続される⊂.Pリレーが動作すれば共通制御回路

TMリレー,続いてBBリレーが動作し,さらにPK

リレーが動作する｡このBBリレー動作したときレビ

ータのRT線に共通制御回路より増圧電池を瞬間送出

する｡このとき内線が1~f~l内線でその内繰回路に群識別

子である整流給MRが接続されていて,共通制御回

路に導かれていれば,この増圧 池により SPリレー

が動作する｡このSPリレーの接点がメークすること

により局線レビータのOKリレーが動作して局線接続

を可能とする｡もしこのとき西棟が乙内線の場合ほ内

線回路に整流紹がないので,SPリレーが動作せず,
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OKリレーの代りにBYリレーが動作して局線僻を切

断し,局種レビータほ加入者に話中告を送山して局線

接続を断念させるL二′BYまたはOKリレーが動作すれ

ばロックアウトリレーPは,ただちに復旧するので,

共通てl欄旧路ほこの局線レビータより切離され次の呼

に備える.｡

2.3.d Alワイパ

A形日動交換機においてほ,現在黄銅のバンク端子

に対しト黄銅ワイパを組合わせて使用している｡しかし

ながら構内交換機のように,呼数の多いラインファイ

ンダやセレクタの場合ほ,バンク端子およびワイパの

摩耗が大きく,この 托した金属粒子によりバンク端

子を短絡して絶縁物を焼損したり,通話中に雑音を発

生する原因となっている｡この摩耗現象は機械的

に電気的焼損が加って生じた現象である｡ワイパがバ

ンク端子をしゅう動する際にワイ/くとバンク端子間の

熱による-･種の微細な 着粒が形成され,これが

ワイパLゆう動により脱絡して摩耗するといわれてい

る.二同質 属ではこの融 現象が起りやすいが,異質

金属の場合ほバンク端子とワイパの接触面に一種の醸

化物が形成され,この 着現象を防ぐことができる｡

しかしこの場合ワイパ材料を燐青銅や洋白などの強い

卑金属材料として,その

端子は

金 合

耗をおさえると道にバンク

耗し,また両者の摩耗を小さくするような卑

金を使用すれば接触抵抗や接触雑 なノ＼状力七日

る｡

日本電†言電話公社電気通信研究所のご指動こより実

験の結果,インジュームと銀の貴金属合金をワイパの

先端に付し使用することが最も良いことが確められ

た｡これをAIワイパといい,これを使用することに

よりバンク端子の寿命を10倍以上に,ワイパの寿命を

約3倍に伸ばすことができる.｡そのためワイパの点検

および取 えの手数をはぶき保守費の節減ができ,通

話品質の向上が可能となった二.

2.3.7 Aト2形信号機

小容量交換機に用いる信号発生装置にほ,一般にバ

イブレ一夕式またほリレー式信号発生装置を 用して

いる.｡この方式ほ小形で安価であるために割合に多く

使用されているが,16c/s呼｢11イ言号をうるためにこれ

らの接点は比較的大きな

で接点

流を,高速度に断続するの

しい｡また発信音,話中斉およびリン

グバックトーンなどの可聴周波ほ非常に多くの高周波

を含み,あまり良い=浄は得られない二.これに対して回

転形の信号･発電機は半永久的な寿命をもち,良音質の

可聴周波電源が得られるが-･般に人形であり,割合に

高価で, 力の消費も大であるン｣盲_il転形信号発電機の

これらの欠点を除いたものがAF-2形信号機で,その

第41巻 第12号

第1表 AF-2形信号機の特性表

∴､●.∴ -､､･､∴･∴､∴

第10図 AF-3-MA自動式構内交換機

電気的性能ほ第1表にホすとおりである｡重量は約

8】咽で非常に軽く従来の5W底流専用信号機の約!ノ包

である｡底流入力電流(電動機電流)も小さく0.5A

以下である｡このように消費電ソJが小さいので常に直

流で駆動し,交流電動機を設置する必要がなく,その

ため交底切梓川の信片切薄儀も不安となってきて非常

に経済朋である｡

2･3･8 きょう体構造

この交換機をより小形化するためスイッチとリレー

グループを背弓~一合わせに実装した｡.弟10図はケース

扉を開いたスイッチ側の写真で,_h那に20-HBセレ

クタコンネクタ,~卜部に1-Cラインファインダをそれ

ぞjt16個搭 したAF--3-MA自動式構内交換機であ

る｡.･二の裏面のリレーグループ側は躍閉式リレーわく

を有していて,内線回路リレーグループ,監視同路リ

レーグループおよび,局線レビータそのほかのリレー

グループを必要に応じ通常搭載できるようにした.｡さ

らに底動こほAf㌧2形信り機を常用,す備各1台を設

置した｡またスイッチ搭載掴シェルフ,リレーグルー

プ取付わくおよび柱ほ薄板材料を使用して軽量化L,

スイッチ全実装時でも 昆は約500kgである｡外わ

くほスチール梨で焼付塗装がほどこされ,保守点検に

便利なようにとびらほ両開きである｡

2･4 AF･3形構内交換機の構成

内棟数が100国税以下の場合ほ基本ユニット1台で局
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※ AP-1=…･AP-1対自動発着両川レヒータ
.AP-2……AP-2対日動発肴両Ⅷレヒータ

し市外制御付1

第3表 各 回 撮 の 舶 合 わ せ 使 川 例

緑レビータを含めすべてを収容できるが,それ以上では

増設ユニットを付加するゝ〕

弟2表はAF-3形構】刃交横磯の瞳類を示すもので,こ

れらを弟3表のように組合わせて全休を構成する.__､

この7時のユニットは3-D 形をのぞけは 加入一帯リ

レー,監視回路,nけ機,スイッチ搭載用シェルフなど

の･一部を追加削除して椚互に融通することができるL し

たがって,実質的にt･ま多種類のものを準備する必要ほな

く,製造か容易である｡

2.5 占有床面積

まえにのべたように,Ll_iイj■底面積の縮少を第1日標と

して設計されたものであるが,従来の50り･形ラインスイ

ッチ式と比較すれば舞11図のとおりであるこ.交換機口

体としては従 の30%ないし50.%,機械室全休でほ50%

ないし70%で,大幅に締少されている.｡

3.Aト2形自動式構内交換機の概要

AF-2形日動式構内交灘磯ほ,内線21回線より80回線

までを対象に設計されたものである｡これほロータリラ

インファインダとセレクタコンネクタを毎朝した2数字

式の自動式交換機で,弟12 の■そ+よ∵晶 方式1ズ?である.J

内線は10番台ないし80番台に収禅し_､"9"ほ中継台扱

者呼=川,"0"ほ局線接続に川いられる､= 使用電圧ぶよ

び線路限興ほ 皿削
のAF-3形跡軌武構内交換機とまった

くl~■1一であるリ

ロータリラインファインダ回路ほ第】3図にホしたよ

うiこ,50端子長々命形ロータリスイッチとわずか3個の

リレーよF)なりたっている､､､.このロータリスイ､ソチの端

子に内線を収容する._.Hリレーはラインファインダの起

動用に,DリレーほRT練の試験およじご通話線の延長に,

またMリレーはRT線の武験とメークビジーi･二使用され

ている.二､

セレクタコンネクタほ一般に川いら九ている1-Aセー/

クタと1-Eコンネクタを組合わせたい_tば首方式で,ワイパ

が"9''ぉよぴ"0''レベルに.Ⅰ二昇したとき,セレクタ機

能に切倖えられる.-.

この交換機ほ舞4表にホしたように,AF--2A,AF-2-

BおよびAF2--Cの3種類があり,内税8伸働の場合ほ

55
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第41巻 第12号

AF-2-AとAF-2-Bを連結使用するが,このときの1内

線当りの発信呼量の最大は2.3HGS(1/200モリナ)と

なり,これ以上の呼量を必要とする場合さらにAIし2-{

を連結使用する｡:この3種 の交換機の構造ほまったく

同一でわずかに実装機器数が異なるのみで,さきに述べ

たAF-3形自動式構内交換機と同様,小形

ったものである

量化をはか

弟】4図はきょう体内部を示したもので,8個のセレク

タコソネクタを搭載できるようにし,その下部にほリレ

ー式信号発生装置(予備機)とヒューズ盤を,また底部

にほAf㌧2形信号機を設置した｡セレクタコソネクタシ

ェルフと背合わせに開閉式リレーわくが設けられ これ

には内線回路リレーグループを取付け,その下部の空の

≡≡≡h
＼んL~▲J′

ト笥娘

SUB:内線電話機 B/W:発着両用レビータ

LCO:加入者リレー ATT:有紐中継

L/F= ロータリラインファイソダ OPC:扱者呼北回路
SEL-CON:セレクタコソネクタ

第12図 AF-2形白動式構内交換機中継方式
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第4表 AF-2形自動式構内交換機一覧表
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*

AP-1‥‥‥AP-1対自動発着両用局凝レビーニT AP-2……AP-2対自動発着両用局線レビータ(市外制御付)

SUB:

LCO:

RL/F

R/S

CON:

B/W:

ATT:

l勺線電話機

加人着りレー

ライソ~7アイノダ用ロ←タリフイッチ

コンネクケF‖ロータリスイッチ

接続回路

局線レビー.~才

■-t･1継 子手

第15図 AF-1形l′1動式構内交換機中継ノブ式岡

第14図 AF-2-A日

動式構内交換機

部分己･こほ局線レビータを適宜実装できる構造である｡

4.AF･1形自動式横内交換橡

AF-1形自動式構内交換機は,内線20回線のロータリ

ラインファインダ形式の交換機である｡使用電圧ほ24土

2V,使用線路限界i･まl勺線抵抗(内線電話機抵抹を含む)

300(l以下, れ抵抗ほ20kfl以上である､｡また接続回

路ほ4組でロータリファインダと接続回路用には,長寿

命形25端子ロータリスイッチを用い,内線番号ほ20番

台および30番台に収容し,局線ほ"0"番に収容するニ.

その中継方式図は第15図のとおりである｡

この交換機の特長は次のとおりである｡

(1)小形軽量の壁掛形きょう体とし

せまい場所にも設置できる｡

務所などの

(2)防塵,防音のきょう体に収得しているので,ほ

こりの影響による接点障碍あるいは騒音を防止するこ

とができる｡

(3)壁に取付けたまま前面機器淑付板が開閉でき,

守保点検が容易である.｡

(4)継電器は双子接点を使用し一動作が安定である｡｡

(5)"0"ダイヤルにより日動的に局線レビータを捜

繰することができる｡

第16図 AF-1日動式構内交換機

(6)イテi号機はリレー式であるが,差込構造で保守点

検が容易である:｡

5.結

ラインファインダ方式の自動式構内交換機いわゆる,

l]立AFシリーズ構内交換機の概要を説明した｡これら

は床面積の縮小,工事,保守の簡易化などの目標を一応

満足できるものと思われる｡これらの構内交換機が事務

の能率の向上に 草することができれば である｡

今後さらにこれらに適合する,小形の無紐中継台ある

いは種々の宅内装置を設計 作し,よりいっそうのサー

ビスにつとめたい｡

終りに程々ご指数､ただいた日立製作所戸塚工場′ト林

有線部長および中野交換機設計課長に厚く感謝の意を表

する｡
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